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留学レポート Study Abroad Report 

☆このプログラムに参加したきっかけ 
 私がこのプログラムに参加した理由は、ずっと大学生になったら留学したいと思っていたものの、中々思よう
に時間が取れず、一歩を踏み出せないまま、気が付けば２回生になっていて、このままでは大学生が終わってし
まう、と本気で思い、とにかく一歩踏み出してみよう！という気持ちで先輩の紹介を受けて i-wing に相談しに
行き、この SEP に参加することを決めました。私自身、英語が好きで、留学をするなら語学研修、という考えが
大きかったのですが、初めての留学でいきなり長期間の留学を選ぶことはハードすぎると思いましたし、それに
このプログラムには、バディ制度というとても心強い支えになる制度があるということ、また英語学習だけでな
く文化交流もたくさん行えるということに魅力を感じたのも、参加した理由です。そして、結論から言うと、私
が期待していたものを遥かに上回る充実した３週間を送ることできました。これからその内容について話します。
正直、書きたいことはたくさんあるのですが、厳選して書きたいと思います。 

 
☆マラヤ大学について 
 マラヤ大学はアジアでもトップクラスの大学で、毎年世界の大学ラン
キングの順位を上げてきている大学です。敷地面積も本当に広くて、バ
スから大学を眺めていても、どこからどこまでが大学かわからないほど
広いです。マラヤ大学の学生も話していると、頭が良いことがすぐにわ
かります。プログラム中のオール英語の授業でも日本人の生徒があまり
分かっていなさそうな顔をしていたらいつも助けてくれました。そのお
陰で授業がスムーズに進みました。また敷地内にはタピオカ（現地では
ボバ boba と言います）を売っているところもあり、お昼休みの時間に
友達と買いに行ったりもしました。 

 
☆授業について 
 初日にクラス分けテストが実施され、それに基づいて３つのクラスに分けられます。他のクラスのことは分か
りませんが、友達から話を聞いている限りそれほどクラスによって内容に差があるようには感じませんでした。
アクティビティや授業内容はほぼ同じです。一番の差は、やはりクラスの雰囲気です。平日の毎日を同じメンバ
ーでずっと授業を受けるので、みんなでクラスを盛り上げることができればどのクラスでも本当に楽しいと思い
ます。先生方も最初の授業でみんなの名前を覚えられるようなゲームなどをしてくれるのでクラスのみんなと仲
良くなれます。授業は、Grammar、Writing、Reading、Speaking、Malaysian Sutudies の４つがあり、どの
授業もすごくためになりました。初めはすべて英語の授業なので話を理解することに必死だったのですが、徐々
に慣れて最後の週の授業では話を聞きながら書いたり、すんなりと理解も進み、ちゃんとした授業を受けている
感覚がありました。また、絶対に日本の英語の授業では教えてくれなかったり、絶対に存在しない自由な雰囲気
の教室や先生方の雰囲気に良い意味で軽いカルチャーショックを受けました。今まで一科目として捉えていた英
語に改めて世界共通の言語であることを実感しました。 
 
☆宿舎（IH）での生活  

私たちは、International House（IH）という学生寮に、ローカルバディ１人と日本の留学生３人の４人で一
つの部屋を使いました。出発前にそんなにきれいな部屋ではないと聞いていたのですが、シャワーの水圧が小さ
いなど、多少のトラブルは発生したものの、みんなで工夫して洗濯物を干す場所を DIY したり、３週間も過ごし
ていると、我が家のような愛着が湧いてきて、とても快適に過ごすことができました。私のバディは仲良し４人
組のバディで、そのうちの一人のバディの部屋に行ってみんなで Glub という食べ物を配達してくれるシステム
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を利用してわいわいしながら一緒にご飯を食べたりしました。また、留学中に太りたくない！という思いから、
気温が低くなってくる夜に仲良しメンバーたちと外でエクササイズダンスをしたりバドミントンやドッジボー
ルをしたりする毎日を過ごしました。徐々にみんな集まってくるので、一緒にスポーツをしているうちに初めて
話す他の留学生やローカルバディたちと仲良くなれました。はしゃぎすぎて次の日の授業が眠い時もありました
が、本当に楽しかったです。 

 
☆食べ物について 
 海外に行く際に気になるのは、やはり食べ物のことだと思
います。マレーシアは、主食がお米なので、毎日お米を食べる
ことができました。また、マレーシアは、マレー系、中国系、
インド系の文化が交じり合った国のため、それぞれの食文化が
マレーシアスタイルにアレンジされており、様々な種類の食事
をすることができました。朝食と昼食は大学が用意してくれる
のですが、晩ご飯はバディがおすすめのお店に連れていってく
れたり、自分が食べたいものを伝えるとそこに連れていってく
れました。どれも美味しかったです。ただマレーシアはスパイ
スが豊富なため、かなり辛い食べ物もあります。食べる前にバ
ディにきちんと辛くないか聞いておいた方がいいです。私は辛
いものは得意な方なのですが、一つだけ本当に辛いマレーシア料理があって、それを知らずに辛い具材をたくさ
んかけてしまって、あまりの辛さに泣きながら食べました。良い思い出です。日本にはないスパイスが使われて
いるので、お腹を壊すこともありますが、そこまで重症になることはないと思います。 

 
☆文化交流 
 文化交流面については、ホームステイとクロージングセレモニーで披露した
伝統の踊りが忘れられません。ホームステイでは、みんなで伝統的衣装を着て
結婚式の模擬セレモニーを行いました。最初の方は普通に進行していたのです
が、最後は歌って踊ってただ騒いでいるだけのお祭り状態で、大盛り上がりの
一夜を過ごしました。もちろん、マレーシアの伝統料理を作ったり絵を描いた
りゲームをしたりとしっかり文化体験も行いました。またクロージングセレモ
ニーではその日のために教わって練習していた伝統的なダンスを各チーム２，
３曲披露しました。すべての曲に違う衣装が用意されていて、どれもきれいで
テンションが上がりました。なかなか難しいダンスでしたが、みんなで協力し
て楽しく踊ることができました。また宗教については、マレーシアはイスラム教が主流で、実際にバディがお祈
りをしているところを見せてもらったり、ムスリムの生活について、授業では Malaysian Studies で、またロー
カルバディから直接教えてもらうこともありました。 
 

☆このプログラムを通して 
正直、このプログラムに参加する前は、英語の実力もそこまでないし、楽しみではありましたが不安でいっ

ぱいで、こんなにたくさんの素晴らしい出会いがあるとは思ってもみませんでした。マレーシア人の友達もた
くさんできたし、他大学の留学生とも仲良くなれて、毎日新しい発見があって、楽しくてあっという間でした。
今回は新型コロナウイルスの影響で、予定が幾度か変更されたり、行くことのできなかった場所などもあった
みたいですが、それが残念で心残りだ、とはならないぐらいたくさんの場所に行くことができたし、変更され
たからこそ体験できたこともあります。帰る前は本当に悲しくて、日本に帰りたくないとずっと言っていまし
た。授業は毎日４時間程度で果たして英語がぺらぺらに話せるようになったかというとそうとは言えませんが、

コミュニケーションツールは英語しかないのでなんとか伝えようと話
しているうちに耳も慣れて会話がスムーズにできるようになりました。
自分の言いたいことが上手く伝えられなくてもどかしい気持ちに何度
もなったので、もっと英語を学ぼうと身を持って強く思うきっかけにも
なりました。また、語学の上達も大切ですが、それ以上にたくさんの貴
重な体験ができたことで、今までは日本という狭い空間のなかでしかと
らえられなかった自分の価値観にたくさんの刺激を受けました。これか
らの私の人生においてこのプログラムの経験がプラスにはたらいてく
れることは間違いないと思います。
もしこのプログラムに参加しようか
迷っている方がいたら、自信を持っ
て推薦したいです。きっとあなたが
想像している何倍もの素晴らしい体
験がマレーシアで待っています。 

 
 

 

マレーシア限定！！

CHEEZY WEDGES 

バクテ（Bak Ku The）

中華系の料理 

←ツインタワー  

マレーシアでとても有名！ 

夜に行くことをオススメします!! 


